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の時、64歳という高齢であったが、いつもの用意周到さ、創意工夫により、無事大任を果
たし、内務、宮内両省から絶賛されるとともに、英国皇帝陛下から“メンバー・フォアス・

カラス・ヴィクトリア勲章”を授けられたのである10。 
当時の状況について、荒子之太郎氏は、「英皇太子殿下の御警衛中、碇山署長について印

象深かったのは、一つには、英国皇太子が日光中禅寺湖畔に御成りの際のことであった。

当時は自動車道完備せず、中禅寺湖までの山道を徒歩で往復せざるを得なかった。青年で

あり極めて壮健である同皇太子は往復とも徒歩で上下されたが、歩行速度が速いばかりで

なく、帰路は道なき山中を急速度で下山するという徒歩ぶりのため、同殿下に随従した大

官の中には殿下に追随できず、落伍した者さえあったにもかかわらず、碇山署長は老齢の

身をもって若き班員と共に殿下に遅れることなく頑張り通し、完全に大任を果たしたので

ある。これは警察官は健脚でなければならないとの見地から、つとに署員に対し、駆け足

の訓練をなし、また、自らもこうした修練に努めた結果に他ならない。もう一つは、同殿

下には、ロンドン警視庁警部が一名付き、殿下御成りのところへは、必ず殿下に随行する

ので、署長は同警部と連絡を密にして情報を収集し、御警衛の方針を定める上で多大の便

宜を得ることができた。当然、英語をよく解することが絶対条件であったが、この点、署

長は全くの適役で絶えず同警部と連絡折衝し、充分な打ち合わせをすることができたので、

御警衛上いささかの誤りもなく済んだのである」（『顕彰録』57～59頁）と、御警衛中のエ
ピソードを紹介している。また、大島英武氏は、碇山署長が身辺御警衛係長として抜擢さ

れた際、「内務省の警務課長から一切の内命を受け終わり、ピストルを渡された時、『自分

は既に 60 の坂をこえています。今度の御奉公は最後のものと深く決心しているので、飛
び道具に頼る気持ちはありません。もし、殿下に危害を加えるような不心得者が現れたと

きは、必ず第一弾は身をもって防ぐことにします。後のことは多くの警備係員がいるので、

彼らにお願いしたい』と言って、これを辞退した」（『顕彰録』77～78頁）と本御警衛にか
ける碇山署長の決意を語っている。碇山署長は本御警衛で英国から勲章を授与されたが、

他諸国から賜った多くの勲章も、碇山署長が各国要人の警衛・警護に携わり、最善の努力

を尽くし、最高の結果をもたらしたことによるものと推測される。 
 碇山署長が宮内省、内務省から大きな信頼を得ていたのかは、複数にわたる皇室の御避

暑、御避寒時の警衛警備、国の威信をかけた警衛警備等に常に抜擢されていたことからも

うかがえるが、いかに皇室からの信頼が厚かったかは、聖上陛下の御大典（大正 4 年 11
月 10 日・1915）が京都で行われた際、碇山署長が全国警視代表として参加したこと、大
正天皇御大葬（大正 15年 12月 25日・1926）時、全国警察署長からただ一人特に選ばれ
て参列したこと、そして碇山署長が病気危篤の際、宮中からお見舞い品のご下賜があり、

更には死亡の際、“陛下のご記憶にある人”との理由により例外的に正五位に叙せられたこ

と等からも明らかである11。 
                    
                                                   
10 『碇山警視顕彰録』「三名士旧知の語る碇山警視」57～58頁、『神奈川県警察史』上巻「第 10章 明治

の栄光と警察 五 碇山警視 4 事件と業績」693～694頁 
11 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」61頁、79頁、82～83頁 
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 （3） 国益に関わる「諜報事件の検挙」及び「外事警察の基礎作り」 
                       
  ア 諜報事件の検挙     
                   
 横浜港を抱え多数の外国人が居住、出入りする加賀町警察署にあっては外国人取扱いの

適否はそのまま外交問題へと発展する恐れが高く、不平等条約改正に向けての機運が高ま

る中、極めて重要事であった。 
 碇山署長の長女・満は、父・碇山晋を回想する中で、「明治 27、8 年の戦役のころ、ロ
シア人ブリアンの使用人・高橋門作が何か連絡を取っていた疑いがあり、知事の依頼を受

け、これを解明するため、情報を集める目的で、関本という刑事がボーイとなってブリア

ン家へ入り込んだ。関本は手紙などを依頼されるようになり、その結果、様々な情報が取

れ、高橋とブリアンが検挙されるに至った」（『顕彰録』11～12頁）と語っている。神奈川
県警察史（上巻）にも同様の記述がある。事件の詳細については不明であるが、明治 27、
8 年の戦役とは日清戦争のことであり、日本が勝利し、日清講和条約（下関条約）によっ
て得た遼東半島を“三国干渉”により還付した当時の状況から、同事件は日露間の諜報事

件と推測される。本事件では碇山署長の指示により、関本という署員が半年の月日をかけ、

ブリアン家に入り、信頼を得るに至り、各種情報の収集に成功するという事件であり、碇

山署長が手掛けた国益に関わる外事事件の先駆けと思料される12。 
                    

  イ 外事警察の基礎作り 
                
 外事警察部門において、碇山署長がその本領を発揮したのは、第一次世界大戦当時であ

った。同大戦では、日本は連合軍に与し、独と交戦した。開戦に際し、在留外国人の生命、

身体、財産の保護及び敵国人の処遇対策を講ずることは重要問題であり、なかんずく敵国

人の取締りは緊急を要する大問題であった。すなわち、開戦と共に在留外国人中、我が国

の利益に反する者の有無を明らかにし、その程度の深浅厚薄に応じ、国外退去させるため

の要否及びその行動を監視し、または制限の適否を決定し、迅速適切な措置を講ずる必要

に迫られたのである。その主管は内務外務の両省に属し、地方長官に訓令してその執行に

当たらしめたが、これが執行のためには正確な資料に基づかねばならなかった。神奈川県

には全国中、最も多くの敵国人が居住滞在していたが、大部分は加賀町警察署管内居住者

か、または同所に営業所、事務所等を有する者達であった。碇山署長はその卓越した手腕

と努力により、在留敵国人の実情をつまびらかにし、本件執行に要する資料につき正鵠を

失わず、政府の処置をしていささかの齟齬もきたさなかった。大戦終了まで警察力の大半

をあげ、優秀な部下を選抜して敵国人の取扱い並びに在留外国人の保護に万全を期し、大

きな貢献をなした。同大戦が終了し、講和がなると、碇山署長はその功績を認められ、勲

                                                   
12 『碇山警視顕彰録』「二 家族の語る碇山警視」11～13頁、『神奈川県警察史』上巻「第 10章 五 碇山

警視 4 事件と業績」690～691頁 
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五等双光旭日章を授与された13。「外国人処遇の当否は当時の我が国警察における重大な課

題であった。多数の外国人を擁する加賀町警察署にとっても同様で、この使命は碇山が加

賀町警察署長に就任の際、既に課せられていた大問題であった」（荒子之太郎氏談～『顕彰

録』54頁）のである。 
 また、「加賀町警察署の特質は何といっても外事警察であった。当時、管内には中国人約

二千を数えるいわゆる南京街を擁し、その他外国の有名商社商館が櫛比し、更に代表的な

ホテル、外人クラブ等が存在していた関係上、外事警察に重点を置き運営された。機構と

しても、特に外事係を設け、署員中の有能者を配置してこれに当たらせた。このような状

況で、知名の外国人の出入りも頻繁であり、事務としても外人居留登録をはじめ、かなり

繁忙を極めた。碇山署長の勢力の大半以上は外事警察に傾倒されたと考えることができる。

特に外国人の取扱いには注意深いものがあり、毎回の訓示もこの点を強調指導された」（元

神奈川県警部・朝岡朝吉氏談～『顕彰録』91～92頁）のである。 
 神奈川県警察部に外事課が設置されたのは、大正 6年（1917）である。第一次世界大戦
並びにロシア革命の勃発により、在留外国人の保護及び敵国人の処遇取締り、亡命ロシア

人の取扱い等その事務が著しく多忙を極めるに至った事実が外事課設置の主因であった。

この時から外事警察は同課の主管となったが、それまでは各警察署独自の立場でその任に

当たっていた。しかしながら、神奈川県外事警察の対象は、九分通り加賀町警察署の管轄

下にあった関係上、外事課設置前は勿論、設置後といえども、実質的には加賀町警察署が

その中心であった。従って、神奈川県の外事警察は碇山署長の双肩にかかっていると言っ

ても過言ではなかった。碇山署長は外事警察の前提として、全署員に対し英語の教養を実

施し、有事即応体制を取るため、外国人による事件の発生に備え、通訳を隔日勤務とし、

各領事館との連絡についても、碇山署長自ら随時訪問し、密接な友好関係を保ち、外国側

の動静、我が国に対する意向等の情報や知識を収集し、外事警察運用の資料とした14。こ

うした外事警察に関する碇山署長の考え方、手法等が県外事課設置に大きく関わり、更に

全国警察に広まったのである。碇山署長が高橋門作事件を皮切りに第一次世界大戦前後に

至るまで、その必要性を認識し外事警察確立に携わり、大きく貢献した事実は各氏の論述

からも明らかであるが、現在に至るも外事警察が極めて機微な分野に属することから、そ

の記録は残念ながらほとんど残っていない。 
                    
 （4） 当時の国際情勢を反映した亡命事案への適切な対処 
                
 碇山が加賀町警察署長として在籍していた間には、実に多くの亡命事案が認められた。

日清・日露戦争に勝利した日本は、列強各国の植民地支配からの脱却に向け、あるいは腐

敗した自国政府を立て直すため、独立・革命を目指していた憂国の志士達にとって憧れの

存在であった。こうした中、明治 30年（1897）8月 16日、清朝打倒と漢民族復興を目指
                                                   
13 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」54～57頁 
14 『神奈川県警察史』上巻「第 11章 大正デモクラシーと警察 4 県警察の強化 ⑻ 外事警察の推移」
784～787頁 
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す孫文が日本に亡命した。続いて清国から、変法自彊15という改革運動に失敗した保皇派

の巨頭である康有為と梁啓超が亡命した。明治 37 年（1904）には、孫文と共に民国革命
の双璧と称された黄興も亡命してきた。又、大正 4年（1915）には、フィリピンの独立革
命家であるアルテミオ・リカルテが亡命し、横浜山下町で生活を始めた。更に、大正 6年
（1917）のロシア革命勃発により、ロシアから帝政派、ユダヤ人、タタール人等の亡命者
が次々と日本に上陸したが、その大半は横浜に集まった16。 
             

  ア 孫文の亡命と碇山署長の動向把握活動 
            
 孫文は、30 年間で日本との間を 14 回往来し、通算 9 年 4 か月、日本で暮らしている。
その内 12 回、来浜している。孫文が弁髪を切り落とし、普通の髪型とし、胡服を脱ぎ棄
て洋風に着替えたのは亡命潜伏場所である横浜中華街であった17。この孫文の亡命、日本

での活動を実質的に支えたのは華僑である。特に、馮鏡如18、馮紫珊、温炳臣、温恵臣、

孔雲生、黎炳垣、鮑唐らの横浜華僑である。そして、華僑と共に孫文の亡命を支援したの

は、欧米列強からアジア各国を救い、延いては日本の独立を護るには、アジア文明の中心

である中国の独立と中国民衆の自由が先決であるとの考えを持つ大陸浪人・宮崎滔天19達

であった。孫文は宮崎の紹介により、玄洋社20の頭山満21と出会い、頭山を通じて平岡浩

太郎22から活動費等の援助を受けた。また、東京での住所である早稲田鶴巻町の屋敷は犬 
                                                   
15 変法自彊: 中国、清末の立憲君主制を目指した政治改革運動。日清戦争後、康有為、梁啓超らによっ
て推進され、日本の明治維新にならって憲法制定、国会開設、商工業奨励などを唱えた。光緒 24年（1898）
には光緒帝のもとに戊戌（ぼじゅつ）の変法を実施したが、西太后のクーデターで失敗し、康有為、梁
啓超は亡命。20世紀になると憲法制定，国会開設を目指す立憲運動が展開されたが、清朝打倒、共和国
樹立を目指す孫文らの革命運動が活発となっていった。  
16 田中健之『横浜中華街』（中央公論新社、平成 21年刊）「第一章 加賀町警察署物語 加賀町警察署の役
割の変化」64頁 
17 田中健之『横浜中華街』「第三章 華僑は革命の母 孫文亡命」100～101頁 
18 馮鏡如: 居留地 54番地で、文経文具店・キングセル商会を開店、明治 28年（1895）に亡命してきた
孫文を庇護し、同店に滞在させ、馮紫珊、黎炳垣、鮑唐らと共に、孫文が組織した革命的秘密結社・興
中会の横浜支部である興中会横浜分会（居留地 175番地）を組織した。 
19 宮崎滔天（1871～1922）: 日本で孫文達を支援して、辛亥革命を支えた革命家。欧州に侵略されてい
るアジアを救うには、アジア文明の中心である中国の独立と中国民衆の自由が先決であり、それが世界
平和に繋がるという信念のもと、大陸浪人として活躍した。 
20 玄洋社: 旧福岡藩（黒田藩）士が中心となって明治 14年（1881）に結成されたアジア主義を抱く政治
団体。日本で初めて誕生した右翼団体ともいわれる。 当時の在野の多くの政治結社と同じく、欧米諸国
の植民地主義に席捲された世界の中で、人民の権利を守るためには、まず国権の強化こそが必要である
と主張した。また、対外的にはアジア各国の独立を支援し、それらの国々との同盟によって西洋列国と
対抗する大アジア主義を構想した。明治から敗戦までの間、政財界に多大な影響力を持っていた。  
21 頭山満（1855～1944）: 明治から昭和前期にかけて活動したアジア主義者の巨頭。玄洋社の総帥でも
ある。号は立雲。 玄洋社は、日本における民間の国家主義運動の草分け的存在であり、後の愛国主義団
体や右翼団体に道を開いたとされる。また、教え子の内田良平の奨めで黒龍会顧問となると、大陸浪人
にも影響力を及ぼす右翼の巨頭・黒幕的存在と見られた。一方、中江兆民や吉野作造などの民権運動家
や、遠縁のアナキストの伊藤野枝や大杉栄とも交流があった。また、鳥尾小弥太・犬養毅・広田弘毅な
ど政界にも広い人脈を持ち、実業家（鉱山経営者）や篤志家としての側面も持っていた。孫文の辛亥革
命を支援し、金玉均（キム-オツキユン）、ビハリ=ボースらの亡命者を保護した。 
22 平岡浩太郎（1851～1906）: 日本の地方政社玄洋社初代社長、自由民権運動家。福岡藩士・平岡仁三
郎の次男として、福岡市地行に生まれる。内田良平の叔父。藩校修猷館に学ぶ。明治元年（1868）、戊辰
戦争で奥羽に転戦し功をなし、その後、同志と共に藩兵隊就義隊を組織する。明治 8年（1875）、高知の
立志社に倣って武部小四郎が矯志社を組織すると、箱田六輔等と共に参加。明治 10 年（1877）、西南戦
争に呼応して越智彦四郎、武部小四郎等が挙兵（福岡の変）するとこれに加わるが敗れ、その後、単身
西郷軍に合流し、豊後・日向の本営において謀議に参与。敗戦後、東京の獄に懲役一年の刑を受ける。  
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養毅23が斡旋した24。             
 兵庫県神戸市垂水区に孫文を顕彰する日本で唯一の施設、孫文記念館（移情閣）25が存

在する。ここには孫文の亡命に関わった日本人と在日華僑等の人名を収録した『孫文・日

本関係人名録』が所蔵されている。同人名録の『孫文関係在日華僑一覧表』の中には孔雲

生、黎炳垣ら横浜華僑の名が掲載されている。また宮崎滔天、頭山満、宇佐穏来彦26等の

大陸浪人そして犬養毅、大隈重信、伊藤博文らの政治家達についても、前記人名録の『孫

文関係日本人人名録』に見て取れる。欧米列強の干渉に日本政府が神経を尖らせる状況下、

これらの人々が亡命者たちの日本滞在を可能にしたのである。  

 碇山署長と横浜華僑との関係であるが、碇山署長は山下町 142番地に所在した華僑の中
でも特に神商（教養・品位を備えた一流の商人）、紳士のみで組織された訪陶クラブを通じ

て横浜華僑と昵懇の間柄を築いていた。中でも同クラブのはす向かいに居を構える曽卓軒

とは親密な関係にあった。訪陶クラブは日華親善の最初の会であり、その始まりは不明で

あるが、関東大震災まで存続した華僑総会の前身のような組織であった。当然、亡命者の

動向には敏感に反応し、衣食住の世話をし、その活動を支援した。碇山署長は年中この訪

陶クラブに足を運んだ。こうした外国人との交流は当時、賛否両論あったが、碇山署長は

このクラブを介し、亡命者たちの動向を逐一把握していたと思われる。 
               
  イ リカルテの亡命と碇山署長の動向把握活動 
                 
 碇山署長がこれら亡命者達にどのように対処したのか、その記録は殆ど残っていないが、

フィリピンの『陸軍の父』と呼ばれ、最後までアメリカに追従しなかったフィリピンの国

民的英雄アルテミオ・リカルテの亡命経緯に碇山署長と宇佐穏来彦ら国家主義者たちとの

関係が僅かに示され、ここから碇山署長がリカルテの亡命保護・動向監視に関わった事が

推論できる。               
 フィリピン・デラサール大学、福島大学、中央大学等で国際関係論、東洋史、政治学等

を研究していた荒哲氏の論文「リカルテ将軍の政治思想について・Ⅱリカルテの日本亡命

と宇佐穏来彦の役割」『アジア研究』Vol.54，No.1（January 2008）の中に、下記外務省
文書が引用されている。       
                                                   
23 犬養毅（1855～1932）: 日本の政治家。位階は正二位。勲等は勲一等。通称は仙次郎。号は木堂、子
遠。中国進歩党代表者、立憲国民党総理、革新倶楽部代表者、立憲政友会総裁（第 6代）、文部大臣（第
13・31代）、逓信大臣（第 27・29代）、内閣総理大臣（第 29代）、外務大臣（第 45代）、内務大臣（第
50代）などを歴任した。明治 23年（1890）の第 1回衆議院議員選挙以来死にいたるまで落選すること
がなく、常に少数党にくみして藩閥政府に反対。大正デモクラシー運動ではその先頭に立って働いた。

昭和 4年（1929）立憲政友会総裁、31年総理大臣となって満州事変収拾に努力したが、5・15事件で青
年将校らによって暗殺された。 
24 田中健之『横浜中華街』「第三章 華僑は革命の母 孫文亡命」101～102頁 
25 孫文記念館（移情閣）: 孫文記念館は、中国の革命家・政治家・思想家である孫文（号は中山、又は
逸仙、英文名は Sun Yat-sen、1866～1925）を顕彰する日本で唯一の施設で、昭和 59年（1984）11月
に開設された。 
26 宇佐穏来彦: 宮崎滔天と友人関係にある国家主義者だが、玄洋社や黒龍会には属していない。孫文、
康有為とも交流を持ち、その亡命を支援する。1915年、アルテミオ・リカルテの日本滞在に便宜を図る
よう碇山警視に働きかける。 
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≪宇佐はその年の 6月末頃、横浜警察署長の錨山（いかりやま）と接触し、リカルテの

日本滞在に便宜を図るよう要請したという。この錨山とは、宇佐にリカルテを紹介したと

するホセ・ラモスが 1898 年当時（明治 31 年）横浜に住んでいた際の横浜警察の警視で、
ラモスと親しい友人関係にあった。また、錨山はフィリピンの革命運動家に強い理解を示

し、ラモスやポンセ27と親しく交流していたとされるが、こうした状況からは、1915年当
時（大正 4 年）、錨山が宇佐の要請によってリカルテの滞在に便宜を図ったことは十分に
考えられよう（要視察外国人挙動関係雑纂）≫       
 同論文の中には、宇佐は宮崎滔天とは同郷で友人関係にあり、康有為や孫文と交流を持

った（外務省記録）とも記されている28。また、宇佐穏来彦は宮崎滔天らと共に孫文記念

館の『孫文関係日本人人名録』にも名を列ねており、明らかに孫文亡命にも関わった人物

である。   
 リカルテの亡命については、フェリス女学院大学国際交流学部教授大西比呂志氏の著書

『伊沢多喜男29 知られざる官僚政治家』（朔北社、平成 31年刊）の中で、     
≪翌 1915年 1月中国に対する 21カ条要求が発せられ 5月に府下で対中国強硬の民衆運

動が起こると、伊沢は各警察署長に取り締りを指示した。またこの頃日本に亡命してきた

フィリピン独立運動の志士アルテミオ・リカルテが国家主義者宇佐穏来彦の手引きで潜伏

先の春日井から横浜に移動してきた動静について、伊沢は内偵した情報を大浦内相ほか関

係の愛知県知事、神奈川知事に宛て詳しく通報している（外務省外交史料館「要視察外国

人ノ挙動関係雑纂米国人一」）。大戦に伴う帝都の治安維持と情報取集は、警視総監伊沢の

重要な任務であった≫30 
とされ、リカルテの動向を関係府県で共有している状況が記され、碇山署長が単にリカル

テに対する友好的心情から便宜を与えたのではなく、治安維持と情報収集に向けた協力者

工作の過程で、リカルテの動向を監視・把握していたものと思料される。 
 また、フィリピン大学リカルド・ホセ博士31はアジア パシフィック ミグレイション ジ

ャーナル（Asian and Pacific Migration Journal32、Vol.8,No.1-2,1999）に寄稿した研究
                                                   
27 ポンセ・Ponce Mariano（1863～1918）: フィリピンの革命運動家。明治 31年（1898）アメリカ軍
とたたかうフィリピン革命政府の要請で武器・弾薬調達のため来日。日本亡命中の孫文や犬養毅らの協
力でその購入に成功したが、輸送にあたった布引丸が沈没し失敗（布引丸事件）。のちアメリカ統治下で
フィリピン議会議員をつとめた。 
28 荒哲「[研究ノート]リカルテ将軍の政治思想について・Ⅱリカルテの日本亡命と宇佐穏来彦の役割」『ア  
ジア研究』Vol.54，No.1（January 2008）64～66頁      
29 伊沢多喜男（1869～1949）: 日本の内務官僚、政治家。 信濃国高遠藩士伊澤勝三郎（文谷）（高遠藩
士武井堀右衛門の子で、高遠藩主内藤頼寧に召しだされた伊澤清治の子）の子として生まれる。慶應義
塾普通部、第三高等中学校を経て、明治 28年（1895）、東京帝国大学法科大学を卒業、一旦愛知県属と
なり明治 30年（1897）内務省に入省する。以後山梨県と岐阜県の各県参事官、岐阜県・福井県・滋賀県
の各県書記官、滋賀県事務官などを歴任した。明治 40年（1907年）に内務大臣であった原敬の引き立
てにより警視庁警視、次いで和歌山県知事を務めた。明治 42年（1909）7月に愛媛県知事、大正元年（1912）
12月に新潟県知事となる。大正 3年（1914）警視総監となる。 
30 大西比呂志『伊沢多喜男 知られざる官僚政治家』（朔北社、平成 31年刊）80頁 
31 Ricardo T. Jose: フィリピン大学ディリマン大学社会科学哲学学部歴史学科教授。第三世界センター
元所長。UPディリマンで歴史学の学士号、修士号を取得。東京外国語大学で歴史学・地域研究の博士号
を取得。軍事・外交史の専門家、特にフィリピンにおける日比関係と第二次世界大戦の専門家。  
32 Asian and Pacific Migration Journal （APMJ）: APMJはアジア太平洋地域の移住問題に特化した
最初の査読付きジャーナル。学際的な視点から地域の人間の移動を検討する記事を特集。アジアからの、
またアジア内での人の移動を難民運動の社会人口統計学的、経済的、政治的、心理的、歴史的、立法的、
宗教的側面に関する研究と分析を公開。 
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記事・Exile as Protest: Artemio Ricarte で、リカルテの思想的背景、亡命経緯等を語る
中で、         
① アメリカは日本政府にリカルテをフィリピンに引渡すよう求めたが、引き渡し条約が

発効しなくなったため、リカルテは警察の厳重な監視下の下に、日本滞在を許可された。 
② 台湾の民政長官を務め、外務大臣に就任するなど、日本政府に大きな影響力を持って

いた後藤新平33はリカルテの山下町定住を支援、スペイン語の教師の職を紹介した34。 
など、当時のリカルテの亡命をめぐる日米両政府の駆け引き、有力政治家のリカルテ保護

への関与等を明らかにしている。 

 アルテミオ・リカルテは、「私は日本を同胞として評価している。日本は東洋の尊厳をロ
シアに勝利したことで高めた唯一の国である。日本こそ我々の独立闘争に援助を差し伸べ

ることのできる国である」と述べている35。リカルテ将軍は第二次世界大戦終了間際、米

比戦争でただ一人残った将軍として、敗走中のマレーの虎・山下奉文の兵団に同行し、ル

ソンの山中で波乱の一生を閉じている。 

                  
  ウ 亡命ロシア人等の動向把握活動 
                 
 大正 6年（1917）にはロシア革命により、日本への亡命を余儀なくされた多くの帝政派、
ユダヤ人、タタール人、バシキール人等がいた。当時、成立したばかりのソビエト政府は

日本の社会主義者と結託し、さかんに対日共産革命工作を行った。亡命ロシア人の中には

ボルシェビキ36のスパイや日本人に共産革命を吹聴する者が紛れ込んでいたのである。こ

の頃になると、単に亡命者への対処だけではなく、これら対日有害事案の取締りも加賀町

警察署の重要な役割となっていた37。こうした亡命ロシア人とは別に、大国のグレートゲ

ーム38に翻弄され、ソビエト政府から宗教的、人種的迫害を受け亡命してきたタタール人

達が存在した。話が前後するが、これらタタール人に先駆け来日したアブドゥルラシド・

イブラヒム39という同じくタタール人がいた。彼の最初の来日はロシア革命前の 1908年で
                                                   
33 後藤新平（1857～1929）: 日本の医師・官僚・政治家。位階勲等爵位は正二位勲一等伯爵。台湾総督
府民政長官。満鉄初代総裁。逓信大臣、内務大臣、外務大臣。東京市第 7代市長、ボーイスカウト日本
連盟初代総長。東京放送局（のちの日本放送協会）初代総裁。拓殖大学第 3代学長を歴任した。計画の
規模の大きさから「大風呂敷」とあだ名された、植民地経営者であり、都市計画家である。台湾総督府
民政長官、満鉄総裁を歴任し、日本の大陸進出を支え、鉄道院総裁として国内の鉄道を整備した。関東
大震災後に内務大臣兼帝都復興院総裁として東京の帝都復興計画を立案し、それを成し遂げた。 
34 Ricardo T. Jose「[研究記事]」Exile as Protest: Artemio Ricarte」（Asian and Pacific Migration 
Journal Vol.8,No.1-2，1999）139～140頁 
35 荒哲「[研究ノート]リカルテ将軍の政治思想について・Ⅲ日本へ傾倒するリカルテの思想的背景」（ア
ジア研究 Vol.54，No.１，January2008）67頁 
36 ボルシェビキ: ボリシェヴィキは、ロシア社会民主労働党が分裂して形成された、ウラジーミル・レ
ーニンが率いた左派の一派。ボリシェビキ、ボルシェヴィキ、ボルシェビキとも呼称され、戦前の日本
国内おける刊行物等の資料では、ボルシエヴィキー、ボルシエヴィキなどの表記が用いられている。  

37 『神奈川県警察史』上巻「第 11章 大正デモクラシーと警察 4 県警察の強化 ⑻ 外事警察の推移」 
792頁 

38 グレートゲーム: 中央アジアの覇権を巡るイギリス帝国とロシア帝国の敵対関係・戦略的抗争を指す、
中央アジアをめぐる情報戦をチェスになぞらえてつけられた名称。イギリス東インド会社の一員であっ
たアーサー・コノリーが 1840年にヘンリー・ローリンソン少佐にあてた手紙の中ではじめて命名した。 
39 アブドルラシド イブラヒム（1857～1944）: 帝政ロシア出身のタタール人ウラマー、ジャーナリス
ト、旅行家。明治末期に日本を訪問したことや、東京モスクの初代イマームを務めたことでも知られる。
日本におけるイスラームの普及に大きな役割を果たした。 
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あるが、彼は伊藤博文、大隈重信、松浦厚40らと会見し、イスラム教を紹介し、ムスリム

と日本人の関係強化を訴えた。イブラヒムは滞日中に頭山満、内田良平41らの黒龍会42関

係者とも接触している。イブラヒムは昭和 8 年（1933 年）に再来日（政治亡命）し、イ
スラム教の布教に尽力すると共に、ロシア革命により亡命してきたタタール人達と協力し、

東京モスク（東京ジャーミーの前身）を設立し、初代イマームとなり、日本におけるイス

ラム教の礎を築いた43。 
            

  エ 碇山署長の亡命事案への適切な対処 
                
 欧米列強による日本の植民地化を危惧していた碇山署長は、明治維新に倣い、自国を改

革せんとするアジア各国からの亡命者たちに共感する思いを強く抱いていた。明治維新の

諸改革は、急激な展開で若干の矛盾を含みながらも成功し、立憲制度を達成し、徹底した

富国強兵がなされた。日清・日露戦争の勝利はその評価を飛躍的に高め、諸外国からも感

嘆・驚異の目で見られるようになった。特にアジア諸国では明治維新を模範として改革や

独立運動を行おうとする動きが盛んになった。孫文も日本亡命時には「明治維新は中国革

命の第一歩であり、中国革命は明治維新の第二歩である」との言葉を犬養毅へ送っている。 
 多くの亡命者や各国スパイが潜伏・暗躍していた当時の国際謀略都市横浜を管轄する碇

山署長は、情報収集と管内居住民保護という、時に背反する使命を担い、関係各機関と密

接な連携を図り、極めて適切な対処をなしたと思われる。日清日露戦争から第一次世界大

戦に至るまでの極めて困難な時期、碇山署長が警察力の大半を挙げ、優秀な部下を選抜し、

亡命者を含む在留外国人の保護・敵国人の処遇対策にいかに心血を注いだかは各氏の論述

からも明らかである。孫文らは歴史が示している通り、その後の中国の建国に大きな役割

を果たし、アルテミオ・リカルテについては、横浜山下公園に記念碑が建立され、フィリ

ピン協会会長であった岸信介氏によるリカルテの生涯を称える言葉が刻まれ、現在でも来

日する多くのフィリピン人が同碑を訪れるなど日比親善の一助ともなっている。現在、ア

ル・カーイダや IS 等イスラム過激派によるテロが欧米で頻発し、日米同盟の一方として
日本も攻撃対象として名指しされているが、これまで目立った被害はない。これは東京ジ

ャーミーが日本の正統イスラム教の中心として今日まで求心力を維持しているからに他な

らない。これは碇山署長が横浜に亡命してきたタタール人達を適切に処遇した結果と言え

                                                   
40 松浦厚（1864～1934）: 明治時代から昭和時代初期の華族。肥前平戸藩主松浦詮の長男。正二位、伯
爵。茶道家、漢詩人。夫人は浅野長勲の養女（長勲の伯父・浅野懋績の娘）益子。弟に大隈信常、松浦

靖（はかる、分家、子爵、宮内省御用掛）ら。子に松浦陞（すすむ）、晃子（大久保忠春夫人）、和子（戸

沢富寿夫人）、克子（大久保教恵夫人）、東胤騤（東胤禄養子）。 
41 内田良平（1874～1937）: 右翼運動家。福岡県生まれ。玄洋社に学ぶ。明治 34年（1901）頭山満を
顧問に黒龍会を創立し、大アジア主義を主唱。対露開戦・韓国併合の主張、孫文の革命運動支援などを

行なった。昭和 6年（1931）大日本生産党を創立し、総裁。 
42 黒龍会: 黒龍会は明治 34年（1901）1月に設立された国家主義（右翼）団体である。中国・満州・ロ
シア国境を流れる黒龍江に名前が由来する。対露開戦を主張  。玄洋社の海外工作センターといわれた。
海外では日本の壮士集団、BLACK DRAGON SOCIETY として恐れられていた。昭和 6年（1931）に大
日本生産党を結成。昭和 21 年（1946）、GHQ当局によって、最も危険な影響力のある国家主義団体と
して解散させられた。 
43 宇山智彦『中央アジアを知るための 60章第 2版』（明石書店、平成 29年刊）「Ⅵグレートゲームと日
本 第 55章 戦前日本に来たタタール人・バシキール人-イブラヒムとクルバンガリー」282～285頁 
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るのではないだろうか。碇山署長はその卓越した手腕と努力に 
より、敵国人の取扱い並びに在留外国人の保護・動向監視に万 
全を期し、大きな貢献をなし、その結果、勲五等双光旭日章が 
授与された44。 

                           
 （5） 警察実務の様々な刷新改革 
                  
  ア 警ら制度の確立 
                
 碇山署長は治安の維持を徹底するため、外事、刑事、交通等 
各部門を超えて創意工夫を凝らした。語学堪能な碇山署長は、 
広く外国人と交わり、先進国の書籍、新聞等くまなく調査・研 
究し、絶えず警察制度に関する知識を追い求めた。その結果、 
治安を維持するためには、特に、外勤警察にその力を集中し、犯罪の予防検挙に向け、多

くの制服巡査を管内に展開させることが重要と考えた。そして各種制度未熟の往時におい

て、既に管内を数区分し、区分ごとに警ら線を策定し、二人の巡査が 2 時間警ら、2 時間
休憩を繰り返し、巡査部長が監督の任に当たるという警ら制度の基礎を作り上げた。署員

の教養については後述するが、警らに当たる署員に対して、碇山署長は川路大警視の言葉

を引用し、「声なきに聞き、姿なきに見る」との訓示を徹底反復した45。 
 荒子之太郎氏は、碇山署長の創意工夫による警ら制度について、「警察の使命には、犯罪

の予防検挙を主眼とし、これをもって治安維持の完璧を期するにあり、時代の変遷はあっ

ても、この目的使命に変わりはない。ただ首脳部の考え方によりその方法に相違がある。

これについて、署長は外事係員の充実、巡査派出所の増設等による能率の増進を図ること

にやぶさかではなかったが、重点はもっぱら警察の主力を外勤に集中し、一人でも多くの

制服巡査の姿を、そしてその活動を管轄区内の隅々まで展開し、警察の機能を遺憾なく発

揮するにしくはなしとの信念の下に、つとにこの方法を採用実施し、絶対に変更しなかっ

た」（『顕彰録』50頁）と回想している。 
 神奈川県医師会経理課長であった大木実氏によれば、外勤勤務の方法についても、絶え

ず改革刷新が行われ、外勤勤務の形態を交番、立番、巡回、戸口調査と分け、以下の通り、

機能的かつ効果的に実施した。 
▼ 交番勤務      
 居留地警察署時代の交番は西の橋、元町の 2か所であったが、その後、伊勢佐木警察署
管内より太田町、尾上町、弁天町、本町、桜木町、豊国橋が、更に新山下町の海岸埋立て

による新山下町とが交番として増えた。交番勤務は甲乙の二部に分かれての隔日、勤務は

立番、巡回、休憩を繰り返した。 
▼ 立番勤務     
                                                   
44 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」55～57頁 
45 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」50～51頁、武藤誠「碇山晋署長」『警察公論』第
43巻第 9号 89～90頁 
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 立番所が山下町一帯の要所に 7か所あり、これも隔日勤務で、2時間勤務の 2時間休憩
で、署在から出て行って現場で上番員交代し、2 時間の勤務を風雨寒暑にもひるむことな
く勤務した。雪の夜など先輩が雪上に残した二つの靴跡を乱すなよと言われ、その跡を両

足で踏んで頑張った。 
▼ 巡回勤務      
 これも甲乙 2部の隔日勤務で、2時間巡回、2時間休憩を 24時間繰り返し、署在を本拠
として、各方面に出て行った。巡回の目的は犯罪の予防と検挙が一義的なものであること

は言うまでもないが、署長の狙いは、あらゆる面において管内の情勢を常に把握すること

にあったので、この勤務員に対しては、参考報告の提出をやかましく言われた。例えば、

どこのビルに貸事務所が出たとか、何々商店が空き家になったとか、道路、橋の状態がど

うとか、料理屋、飲食店で賭博開帳の疑いがあるとか、駐車場、公園等の状況等とかを細

大漏らさず報告させ、警察活動の資料とした。 
▼ 戸口調査      
 戸口調査は、同署管内が居留地を受け持ち、かつ、港の中心街であり、有名な南京街も

あって、内外人の出入りが激しい特殊事情もあり、警察としては最も重要な仕事でもあっ

たので、この専従員を任命し、これは日勤で毎日定められた管区の調査簿を抱えて一日中、

町に出て行ったものである。これは前述のように人の出入りのほか、病人、貧困者の有無、

生計状況、取締業態者の営業の当否等を視察内査し、それぞれの警察活動の資とするもの

であった。戸口調査の結果は、毎日日報で報告させた46。 

 碇山署長は外勤警察を治安維持に向けた警察の要とし、いかに効果的かつ機能的に運用

するかを考え、それまでの自身番47式の交番から西洋式の交番へ移行し、見せる警らを徹

底し、管内実態掌握を重要視したのである。これはまさに現代の地域警察活動そのもので

あり、碇山署長がその訓示の中で、“声なきに聞き、姿なきに見る”を反復実施し、参考報

告の提出を励行するなど、既に現代地域警察の基礎を作り上げているようで、実に興味深

い。 
                           
  イ 交通事故防止を見据えた交通整理取締りの確立 
                          
 碇山署長の先見の明が如実に表れているのが交通警察であった。当時それほど交通頻繁

な状況になかったにもかかわらず、碇山署長は、全国で初めて交通係を設置した。交通係

は自転車に乗り、歩車道の区別の励行、路上への放置物件の取締り等に従事し、自動車の

数が増加するのに伴い、交差点における交通整理も実施するに至った。この頃は現在のよ

うな交通整理方式も定められておらず、両手を左右に動かす程度のものであった。この後、

警視庁でも交通係が設置されるに至った。こうした状況について、大木実氏は、「次に特に

強調しておきたいことは、交通取締に力を傾注したことであります。交通係として専従の

係を設けたのは、加賀町警察署が全国でも最初のことと思います。当初、交通係は、自転

                                                   
46 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」109～112頁 
47 自身番: 江戸時代、江戸市中警戒のために各町に設けた番所。地主ら自身が後には家主たちが交替で 
ここに詰め、町内の出来事を処理した。 
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車に乗り、一人または二人で管内を巡回し、歩車道の区別の励行、路上物件の放置取締に

重点を置いてやっていましたが、自動車の発達に伴い、交差点における整理も実施するに

及んで、勤務も次第に進歩工夫し、7人ばかりの交通事務員を命じ、徒歩巡回をしながら、
重要交差点に至れば、交通の輻輳する時刻は整理に当たり、更に巡回に移るというような

勤務でした。 
 そのうちに警視庁でも交通係ができ、例の青腕章を用い出したので、署長が自ら視察に

出かけ、早速交通係に着用させることとなり、青腕章に関する限り、警視庁に先を越され

た訳であります。 
 交通整理は署長自らこれを行い、市電関係者や市民の古老の中には、当時の面影を印象

付けられている方々もいると思います。何しろ碇山署長は、その風采実に堂々たる偉丈夫

で、短躯ながら色白く、良く肥え、美髭を備えた姿の交通整理は全く偉観であった。後に

警察部で交通思想の普及宣伝映画に収め、県下各地において公開されました。このように

署長自ら交通取締を重要視し、交通係員は引き上げてくると、その日の取締結果を持って

官舎に行き、必ず報告し、また指示を受けるといった状況でした」（『顕彰録』112～113
頁）と加賀町警察署が全国に先駆けて交通係を作り、交通事故防止に向け、交通整理取締

りに力を入れていた状況を振り返っている。 
 また、碇山署長は横浜市内で交通秩序のなさに起因する自転車の衝突事故や歩行者が電

車に轢かれる事故が多発することを受け、これら事故防止の徹底を図るため、左側通行を

強力に推進した。当時、交通秩序の必要性についての認識は、警察も一般市民にも全くな

かった。このため、自動車行列を作り左側通行を宣伝するなど、その周知徹底を図った。

横浜には外国人が多いことから、全署員に必要な英語を教え込み、キープレフトの遵守を

励行した。こうした試みは全国でも初となるものであった48。荒子之太郎氏も、「署長は交

通整理取締については当時における具眼者であった。今日の交通整理は完全なもので、民

衆もまた、よく訓練されているが、大正時代の本県下の交通取締は幼稚であり、本県にお

いて本格的に交通整理に乗り出したのは、大森警察部長時代の大正 9年ころのことで、県
下の自動車を総動員して自動車行列を作り、鳴り物入りで左側通行の励行を宣伝したのに

始まる。それまでは横浜市内の交通は概してその秩序不規律のものであって、今から見れ

ばそのだらしなさは想像以上で、交通量それ程多くもないのに、日々自転車の衝突事故が

発生し、また、歩行者にして電車にひかれる者さえ出るという有様であった。もっとも警

察当局もあまり真剣に力を入れず、民衆も至って無関心であった。しかるに碇山署長は大

正の初め、既に加賀町警察署管内において、左側通行を励行実施し、外国人に対しては、

これが励行のために必要な英語を全署員に教え込み、熱心に実施した。おそらく外国人に

対し、こうした試みを行った署長は、全国的にもけだし稀なことと思う」（『顕彰録』52～
53頁）とし、碇山署長の交通整理取締りに対する先見の明、取り組み姿勢を評価した。 
 さらに碇山署長は、自動車の増加に伴い今でいう速度違反の取締り及び違反者に対する

処分方法を策定・実施した。当時、乗用自動車を所有するのはほとんど外国人に限られて

いたが、これら外国人による速度違反が多かったため、遵法精神の育成及び事故防止に向

                                                   
48 『碇山警視顕彰録』「三名士旧知の語る碇山警視」52～53頁 
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け、その摘発を図ったのである。取締り方法は、“自動車速力測定表”を用い、一定区間で

の秒数をストップウォッチで測定し、速度違反か否かを決定するというものであった。違

反者は告発し、違警罪49として即決科料処分とした。“自動車速力測定表”の作成や違反者

に対する処分方法等全て碇山署長の創意であり、日本でも初めての試みであったと思われ

る。この“自動車速力測定表”による速度違反取締りは、裁判所が認めたため、継続実施

された。碇山署長は欧米先進国の諸事情を、堪能な語学力を駆使し、英字新聞、外国書籍、

在留外国人との接触等を通じ、常に吸収、把握する努力を怠らなかったので、測定表の作

成や処分方法等着想に至ったものと思料される。荒子之太郎氏は、「また、当時邦人にも乗

用自動車を有する者は少なく、ほとんど外国人の所有であった。しかるにこれら外国人は、

制限速度を超過して疾走し、速度違反に該当する者が少なくなかった。この事実に対処す

べく、署長は研究の結果、“自動車速力測定表”を考案作成し、これによって、自動車の速

力を図り、取締りを実施し、良好なる成果を上げた。その具体的方法は、横浜港桟橋入り

口に西波止場巡査派出所があり、この地点より元のグランド・ホテル（現在のニューグラ

ンド・ホテルよりも新山下橋寄りにあった）前までの海岸通りを一直線に見通し得る区間

を測定し、この間を何秒で走れば速力超過で違反、何秒で走れば制限内という具合に、極

めて精密かつ正確な測定表を作成し、この区間の西端にストップウォッチを持った巡査部

長を立たせ、合図を交わして該区間疾走の外国人自動車の速度を測定し、違反者は告発し、

違警罪即決令により、科料処分（大体 3円程度）に付した。中にはこの判決を不服として
異議を申し立て、正式裁判を請求する者もあったが、裁判所は上記測定表及びこれに基づ

いて行った取締方法を是認したので、警察側の勝訴に帰し、この取締は引続き実施された。 
 現今のごとく、警察本部に交通課あり、また、他にそれぞれの機関あり、専門的に研究

できる時代とは異なり、その当時は相談すべきところとてなく、全く署長一個人の創意に

よって決せねばならなかった点から見れば、本取締りはまさに果断と称すべきである」50と

絶賛している。 
               
  ウ 署員教養の徹底     
                
 今でこそ、警察の責務を完遂するためには、署員等に対する計画的、効果的な教養が不

可欠であるということは論を俟たないが、こうした教養に関する規定等が整っていない状

況にあった当時、碇山署長は既にその必要性をいち早く捉え、署員への教養を徹底した。

                                                   
49 違警罪: 明治 18年（1885）太政官布告 31号による違警罪に関する特別手続。旧刑法（明治 13年公
布）には重罪、軽罪、違警罪の区別があり、違警罪とは拘留または科料の刑に当たる罪である（旧刑法

1条）。なお、現行刑法（明治 40年法律第 45号）ではこれらの区別そのものは廃止されたが、刑法施行
法（明治 41年法律第 29号）により、拘留または科料に当たる罪（警察犯処罰令の罪など）は違警罪と
みなされた（同法 31条）。この違警罪につき、違警罪即決令は、警察署長またはその代理の官吏に、そ
の管轄内で犯された罪を正式の裁判によらず即決処分により処罰しうることを認めた。ただ、この即決

処分に対して、本人のほかその法定代理人・保佐人または配偶者も本人とは独立して当該警察署に申立

書を差し出せば、区裁判所の正式裁判を受ける道が開かれていた。この正式裁判の請求がない場合には、

即決処分は確定し、確定裁判と同一の効果を生ずるものとされた。違警罪即決令は司法官ではなく行政

官に違警罪の即決を認めることにより、思想犯対策としてしばしば乱用される結果となった。第二次世

界大戦後、裁判所法施行令（昭和 22年法律第 60号）により廃止された。 
50 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」53～54頁 
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教養内容は学科、武道、実務にわたり、学科のうち法規類は警部、警部補にも担当させた

が、国語、算数、英語は碇山署長自らが教えた。加賀町警察署の教養は碇山署長の方針で、

実に具体的かつ実務に即したものであった。このため、同署の実績は群を抜き、昇任試験

の合格者数も他署を圧倒していた。また、同署の特色から、英会話の必要性に着眼した碇

山署長は、署員の英語教育に特に傾注した。これは当時同署独自のものであって、全国で

も初めての試みであった。内容は極めて実務に直結したもので、交通取締り、遺失物取扱

い、道路指示、官営商店会社等の地理案内、脱艦・脱船外国人逮捕等に際し必要な類が網

羅され、碇山署長自身が教授した。 
 こうした教養が功を奏し、当時、外国人に対する処遇取扱いが各署異なり、不平等との

指摘・不満が多々指摘される中、加賀町警察署だけは内外人の別なく公平平等であったた

め、脱艦、脱船外国人船員逮捕に関する司法当局の執行命令は、ほとんど加賀町警察署に

下命された。そしてこの執行に当たっても、過誤失態を防ぐため、碇山署長は英会話を始

め、執行手続き等必要事項を署員に教え、万全を期した51。 
 荒子之太郎氏は、「碇山署長の教養に対する力の入れ方は人並み以上熱心であり、かつ特

色を持っていた。ほとんど毎朝のごとく訓示を行い、その内容は抽象的にわたるものはな

く、極めて具体的であって、微に入り細にわたり、あくまで実質本位であり、痒い所に手

が届くという風で、このため署員はよく領得した。その方法は黒板を利用して出題し、こ

れに対し答案を求め、あるいは自ら解釈を加えるなど、懇切に教授し、あたかも学校のご

とくであった。また、署員の非違非行、失策を訓戒するに臨んでは、婉曲にその非行を諭

し、反省を促す等温情の籠った身にしみるものであった。多数の外国人を管轄する加賀町

警察署員にとって、英会話の必要性は明白であった。碇山署長は特にこの点に着眼し、早

くから署員の英語教育に力を入れた。これは加賀町警察署だけに見られた特異の風景であ

って、全国的にも稀有の試みであった。この教授には英語堪能な署長自らその任に当たら

れたが、署員の大半は初歩程度であったから、教授には並々ならぬ苦心と工夫を凝らした

ように見受けられた。時には英字新聞のローカルニュース欄を読んで聞かせることもあっ

た。また、同警察署には二人の英語通訳と一人の英語教師を常置した。このため、後の横

浜水上警察署長・渡辺時蔵などは初歩より始め、最も英語をよく解するに至り、英語をも

って外国人を直接取調べ、聴取書を自由に作成し得る程度にまで進歩した」（『顕彰録 43
～45頁』）と碇山署長の署員教養に対する姿勢と徹底ぶりを述べている。 
 更に碇山署長の署員教養に関する並々ならぬ力の入れ方は、署内に図書室を設け、法律、

社会、思想、文芸及び娯楽等に関する数百冊の図書を備え付け、署員の閲覧の用に供した

ことからもうかがえる。これらの図書にかかる費用は、当時消防に尽力した碇山署長に対

する外国保険会社からの贈与金で賄われた。一署に図書室を設けるなど神奈川県でも初め

てのことであり、それから 10年の後、警察部で巡回文庫の制度が実施されるに至った52。 
 大木実氏は、「署員の教養には極めて厳格でした。当時は特に教養規定などというものは

なく、訓示教養はその署長に任されていた時代でしたが、毎週、訓示教養の実施時間を定

め、自らこれに当たっておられました。特に図書室を作り、読書を勧めて、1 週間ごとに
                                                   
51 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」43～45頁 
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読後の感想文を提出させ、署員の気持ちと人柄を観察していました。加賀町警察署は開港

地であり、居留地を持っていたので、外国人との接触が極めて多かったため、外国語の教

養に重きを置かれ、当時、同署勤務であった古川徳一、奥田勘一の両通訳が英語教授を担

当したので、署員のほとんどが、ちょっとした指導告知や会話には不自由しないまでにな

っていました。英語は署長はもちろん、奥様も大変堪能であったので、奥様の指導を得た

者も随分ありました」（『顕彰録』108～109頁）と語っている。 
 碇山署長は効果的な警察活動推進には署員の教養は不可欠と考え、更に横浜という往時

の特殊性を加味し、実務に直結した具体的な教養を推進し、大きな成果を上げたのである。 
 愛知みずほ大学・梅本大介氏は、論考「内務省解体と占領政策（1946年の警察機構の整
備）」（警察政策学会警察史研究部会・報告資料、平成 31 年 12 月 13 日）において、≪戦
後の警察改革における内務省警保局と GHQ のせめぎ合いの中で、占領を通して根本的な
組織の再編成を迫られる警察においても、ただ手をこまねいていたわけではなかった。

GHQ からは過去の遺物とさえ断罪されていた警察が、新たな社会価値の中でその意義を

再確認する自己改革を積極的に進めていた。1946 年（昭和 21 年）1 月の警察官吏教養規
程の改正は、警察官の採用や養成、再教育においてその体質の民主化を進める取り組みに

つながった≫とし、各都道府県警察内部での教養強化の取組みを示している。その中の施

策には警察部内に図書室を設置（富山県）、情操教育の実施（新潟県、岐阜県、京都府、香

川県、愛媛県）、課題研究の実施と答案の提出（静岡県）、英語講座の開講（兵庫県）等々

がある。これらの施策は、居留地加賀町警察署長に就任して間もないころ、既に碇山署長

が署員教養に採り入れていたものである。 
 警察制度未熟の時代において、いち早くこうした施策を採用したのは碇山署長の卓見で

あったといえよう。      
              
  エ 警察武道発達の基礎を確立 
                   
 碇山署長は武道の訓練を重要視した。これは受傷事故防止上の観点はもちろんだが、警

察官としての精神を育む上で極めて重要との碇山署長の信念に基づくものであった。訓練

は柔剣道いずれにも偏らず実施した。こうした武道の訓練においても、碇山署長の独創性

が発揮された。碇山署長は、柔道は講道館・嘉納治五郎から直接手ほどきを受けるなどか

なりの研鑽を積み高段者であったが、剣道は初心者であった。このため剣道師範の教えを

請い、これに自らの工夫を加え、独自の団体訓練を案出した。これは竹刀を持った署員を

一列に並べ、面、小手、胴の掛け声で、一連の動作を繰り返すものであった。加賀町警察

署の武道訓練は、碇山署長の方針により、かなり厳しいものであったが、当然のごとく、

毎年挙行される警察並びに消防官招魂祭奉納対署武道大会において連続して優勝し、同警

察署の士気大いに上がったのみならず、他の警察署を刺激して各警察署の武道熱に拍車を

かけるに至った。大正より昭和にかけ、神奈川県警察の武道は全国的にも秀でていたが、

ひとえに碇山署長の武道にかける情熱と創意によるところが大であり、警察武道発達に大

                                                                                                                                                         
52 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」98頁、108～109頁 
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いに貢献した53。荒子之太郎氏は、「武道の訓練は碇山署長にとってはまさに独壇場の観が

あり、名声を博した。武道は警察精神作興の根幹をなすことは今昔の別はなく、その奨励

は一貫した方針であったが、この訓練に対する署長の信念はまことに固く、強力に推進し

た。訓練は柔道、剣道いずれも偏重せず併行して行った。とかく武道は指導者の好む所に

傾きやすい。署長は柔道を得意としていたが、これに偏することなく、あくまで両科併行

的に推し進め、主義一貫変わるところがなかった。署長の方針は必ずしも演技の上達を強

いるものでなく、老いも若きも一人も漏れることなく出場し訓練することであった。剣道

に関しては団体訓練ともいうべき署長の創意になる方法を編み出して指導した。この方法

は、毎日曜に上京して高野師範に教えを請い、それに署長自らの創意工夫を加味して案出

したものであった」（『顕彰録』46～47頁）と、碇山署長の武道に対する姿勢に言及してい
る。 
 大島英武氏は、当時の加賀町警察署の武道についてのエピソードとして、「大正 11年春、
初めて柔道の優勝旗ができて、その優勝試合が、県下 8署の総当たりで 行われることに

なった。自分は当時教養係主任として武道も担当していたのだが、試合のことなど夢にも

知らず、5 月初めの昇段試験に、総ざらいに出場させて、一級から 7 人の有段者を出し、
得意になっていた。ところが選手は一級以下 8 人をもって編成という通知を受け驚いた。
他署の指導係は、内々優勝試合のあることを知って、選手は昇段試合に出していなかった

ので、加賀町警察署との実力差は相当なものとなり、ことに横須賀警察署は必勝の覚悟で

準備怠りなく、海軍等と練習試合をして自信満々であった。署長から呼ばれ、見通しを聞

かれた時、自分は女々しく弱音を吐き、負けた時の予防線を張ったところ、いつになく厳

しい顔をされ、『柔道の試合は技だけで勝負のつくものではない。精神力だ。意気だ。気迫

だ。また、作戦というものがある。相手を知り、自らを知れば、そこにおのずから作戦が

湧いて出よう。これを適当に調整して勝利に導くのが、君の仕事ではないか』とひどく叱

られた。さて、いろいろ知恵を絞ったあげく、どうにか技に自信のある者 3人を、敵の最
も弱いところに出し、あとは 20余貫の相撲取り然とした者を選んで、引き分け戦に出た。
試合当日の苦戦は見るも痛ましい限りであったが、幸いにも優勝候補の横須賀警察署を破

って、優勝することができた。これは決して偶然の出来事ではなく、署長の気迫が署員に

そのまま表れたものであり、署員の署長に対する尊敬の念が、実力以上の力を出した結果

に他ならないと思った。署長はいつもこの気迫で署員を指導しておられたのである」（『顕

彰録』79～81頁）と述懐している。 
                    
3 碇山署長人物像 
          
 （1） 部下たちの人物評価   
                   
 碇山署長は歴代加賀町警察署長がその複雑微妙な時代的背景の故に 1年も勤続し得なか
った同署において、実に 25 年もの長きにわたって署長を務めている。この事実は、碇山
                                                   
53 『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」46～47頁 
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署長がいかに同署長として同地域に必要不可欠な人物であったばかりでなく、我が国が列

強に伍して発展していく過程で、重要な役割を果たしたのではないかと推測されるが、こ

のような碇山署長とはいったいどのような人物であったのであろうか。 
 自治体警察時代の横浜市警察本部が昭和 27 年（1952）7 月 1 日に発刊した『碇山警視
顕彰録』によって、当時の部下たちの言葉を記したい。 
〇 元横浜市消防学校長大島英武氏（75頁） 
 碇山署長赴任当時は、まだ領事裁判権のあった時代で、外国人の犯人を日本の検事局に

引渡すことができず、取扱いしづらいことこの上なかった。その間、署長の苦心いかばか

りであったか想像に難くない。しかし幸いにも、同署長は一面において剛毅果断であると

同時に、他面極めて外交的手腕に富み、かつ、外国語に堪能であった。しかも威風堂々と

して、決して他人に押さえられるような風格の人でなかったから、外国人の間でも相当尊

敬されるようになり、部下職員も安心して仕事ができるようになり、日本警察の威信を傷

付けられるようなことが、次第に少なくなってきた。これは全く、同署長の実力の賜で、

同署長は居留地警察署長としては極めて適任であり、日本警察の威信は、碇山署長の力に

よって保てたといっても過言ではない。 
〇 元神奈川県警察部刑事課長荒子之太郎氏（62～65頁） 
 碇山署長は 25年間、警察署長の任務をただ一筋に貫き通した。25年といえば、まこと
に長い年月であるが、碇山署長にとってはそれほど長い年月とは感じられなかったであろ

うと察せられる。何故なら、署長のその日その日は衷心から警察を愛し、警察に親しむ一

念に燃え、そして警察に殉じる覚悟をもって、『日々これ新たなり』の固き信条に徹し、職

務に邁進する以外何等の雑念にも動くことなく、まっしぐらに警察道を進み、『真に警察官

の権化』ともいうべき生涯を送られたと言えるからである。もし碇山署長にして、世の常

のごとく栄誉栄達を追求してやまぬ方であったと仮定したならば、その野望は容易に達せ

られ、官界、政界そのいずれの方面を問わず、名を成し功を遂げ、必ずや国家社会のため

尽力し貢献されたことと想像できる。側聞するに、かつて署長は在職中、某方面から枢要

地位に就任しないかとの申し出を受けたにもかかわらず、これには一瞥も与えなかったと

のことである。碇山署長は警察署長をもって、唯一の天職と自認し、有終の美をなした。

常住坐臥警察の研究に、また、その創意、工夫に没頭し、寧日なきもののごとく、署長室

にあっても、来客の応接、書類の閲覧等の外は、署員の教養、訓練及び実務につき、想を

練り、工夫を凝らすに余念なく、一度とて倦怠の様子を見受けたことがない。～中略～ 署
長はあれだけの識見と抱負を持ちながらも、戯談にも署長の口から天下国家を論じたり、

社会問題などの論議を聞いたことがない。かかる点に興味を持たなかったためか、みだり

に忖度を許さないが、あくまでも警察官の本文に徹していた署長のこととて、これに縁遠

い事柄に関しては、進んで語ることを欲しなかったためとうかがわれる。これに反し、こ

と警察のことに及べば、諄々として述べ、なかんずく、武道に関する話は最も好む所であ

り、しばしば武道教師を署長室に招き、武道の訓練その他に関して武道教師の意見を徴し、

これに対してそれぞれの指示を与えることを常とした。 
 碇山署長は家族には常日頃から、「世の中の贅沢を見てはいけない」（『神奈川県警察史』

上巻 696頁）と言い、生活ぶりはいたって質素であった。子供達には、監獄物という囚人
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が織った木綿の服ばかりを着せていたという。体を鍛えることについては、日ごろから気

を配り、66 歳で退職するまで、警察官は脚が丈夫でなければいけないと言って、毎朝 30
分駆け足を続けた。就寝する時は必ず上衣、ズボン、手袋など順序良く枕元に置き、灯火

がなくてもすぐに支度ができるようにしていた54。碇山署長は「職務のためには何事も犠

牲にするほど警察官としての信念に堅く、人格は高邁で剛毅果断、しかも創意工夫に富み、

身体はいたって壮健な人」（荒子之太郎氏談～『顕彰録』33 頁）で、その反面「怒ると鬼
も伏し、笑うと赤子もなつくやさしさ」（元横浜市交通局・松井操氏談～『顕彰録』120
頁）があり、碇山署長が人格、識見共に誰もが認める人物であったことが伺われる。 
                       
 （2） 退官時の新聞報道・感謝状 
                     
 碇山署長が退官し、加賀町警察署を去るに当たり、『横浜貿易新報』55（神奈川新聞の前

身）は大正 12年 2月 10日付で、「全国最古参の警視 碇山署長勇退～功成り名遂げ後進の
ため一昨日辞表を提出す」との見出しで、碇山署長の功績を讃える記事を掲載した。同様

に外字新聞『ジャパンタイムズ』56は同年 2 月 9 日付で「碇山氏、退職を申し出る」、『ジ
ャパンアドバタイザー』57は同年 2月 10日付で「碇山氏、内外人に惜しまれつつ退官」等
と報じた。また、対立状態にあった横浜華僑の団体、立憲政友会系の山下町心合会、立憲

民政党系の山下町親睦会双方いずれも退任を惜しんで、碇山署長にそれぞれ感謝状と記念

品を贈呈した。 
更に、退官後 13 年も経て、碇山署長の訃報が伝えられると、外国の新聞各社が、ほと

んどその一面を使い、写真入りで追悼記事を掲載し、その死を悼み、功績を讃えた58。 

                     
4 外国人から見た碇山署長像 
                           
 碇山署長が日本近代警察発展の過程で大きな功績をなしたことは、前述の通り明らかで

                                                   
54 『神奈川県警察史』上巻「第 10章 明治の栄光と警察 五 碇山警視 5 碇山警視の人間像」696頁 
55 『横浜貿易新報』: 明治 23（1890）年 2月、横浜貿易商会により『商況新聞』として創刊された。そ
の後貿易商会から独立し、明治 37（1904）年には『横浜新報』と合併して一般紙となり（一時『貿易新
報』の紙名となる）、大正末年まで部数を伸張させた。昭和に入ってからは東京有力紙の進出などから不

振となった。昭和 17（1942）年新聞統合により県内各紙と合併して『神奈川新聞』となり現在にいたっ
ている。 
56 『ジャパンタイムズ』: 『ジャパンタイムズ』は 横浜市の居留地で発行された『ジャパン・コマーシ
ャル・ニュース』が買収され 1865年にこのタイトルに改称された。その後 1870年ごろ休刊したが、1897
年に再刊。ジャパンタイムズは日本の英字新聞及びそれを発行する新聞社。現存では日本最古の英字新

聞社。商号は株式会社ジヤパンタイムズ。本社は東京都港区芝浦 4-5-4、ジャパンタイムズ・ニフコビル
にある。 
57 『ジャパンアドバタイザー』: 1890年にアメリカ人印刷業者ロバート・メイクルジョン（Robert Mei 
klejohn）が横浜にて創刊。1908年、アメリカ人記者のベンジャミン・ウィルフリッド・フライシャー
（Benjamin Wilfrid Fleisher）が買収し社主となる。1913年に拠点を東京に移す。1940年に日米関係
悪化の中、フライシャーは事業売却を余儀なくされ『ジャパン・タイムズ』に吸収される。紙名は『ジ

ャパンタイムズ&アドバダイザー』（後の『ジャパンタイムズ』）となる。 
58 『神奈川県警察史』上巻「第 10章 明治の栄光と警察 五 碇山警視 5 碇山警視の人間像」697頁、 
『碇山警視顕彰録』「三 名士旧知の語る碇山警視」75～76頁、武藤誠「碇山晋署長（2）」『警察公論』
第 43巻第 9号 87～88頁 
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あるが、残念ながら現存する関係資料が少なく、その詳細不明な点も多々見受けられる。

しかしながら、碇山署長が管轄した横浜という地域の特殊性に目を向けると、新たな一面

が見えてくる。居留地時代の横浜は欧米列強、中国人等外国人の強大な影響下にあった。

何をするにも、これら外国人の存在を抜きにしては語れなかったのである。碇山署長が外

事警察の基礎を作り、各国の要人を警護し、在留外国人を適切に処遇し、領事裁判権を徐々

に緩和していく過程等々で多くの有力外国人と接触を持ったことは容易に想像できる。そ

れでは、これら外国人の目に映った碇山署長像とはいったいどのようなものであったろう

か。それらは、明治時代から発刊されているジャパンタイムズやジャパンアドバタイザー

等の外字新聞に掲載された碇山署長関連記事に見ることができる。上記 2 紙は、明治 31
年（1898）から大正 12年（1923）の間に、異動、取扱い事件、各国元首からの表彰、各
国開催行事への招待等々碇山署長に関連する 26 本もの記事を掲載している。これらは碇
山署長を有能かつ余人をもって代えがたい人物として捉え、高い評価を与えている証左で

ある。また、横浜華僑達は居留地時代の横浜を振り返り、碇山署長に加賀町警察署から異

動されては困るとの思いを常に共有していたという。横浜華僑総会会長であった陳洞庭氏

は「碇山氏の良い点は非常に寛大であり、仁義というか、中華の人は礼儀道徳をいうから、

碇山さんはアヘンを飲んでは悪いが、よくそこを考えてくれるから、そこをみて、中華の

人は尊敬してしまう。そしてかえって皆がアヘンを飲むのをやめるようになった」と述懐

しており59、いかに当時の中国人が碇山署長を尊敬し、全幅の信頼をおいていたかが伺わ

れる。   
 碇山署長は大英帝国、ロシア等から 7度にわたり勲章を受けているが、日本以上に外国
からの評価が高いのである。 
                     
5 碇山署長の経歴等 
                    
 碇山署長のルーツは鹿児島県薩摩川内市に見られる。同市には碇山署長と由縁のある碇

山城跡がある。碇山城の築城年代は定かではないが、延元 4年（1339）頃、島津貞久によ
って築かれ、文明 17 年（1485）頃まで存続したと言われる。現在はかろうじて城の一角
が残され、細い山道が本丸跡と思しき頂上に通じているが、明治の頃から始まった採石と

開発による宅地化で、往時の城郭を想定することはできない。碇山署長の出自については、

鹿児島県薩摩川内市川内歴史資料館所蔵の『「さつま」の姓氏』から、「惟宗姓島津氏の分

族総州島津家初代師久の次男久安は、薩摩郡平佐郷碇山城（川内市）に居り碇山氏を称し

た。以後碇山・姶良両姓を使用していたが、12代忠包に至り寛文 11年（1671）4月 1日
命により碇山氏に定まる」とされ、更に、子孫晋は「札幌農学校生徒監・神奈川県警察署

長を歴任」と記されている。碇山署長の経歴等は以下の通りである。   
                            
 （1） 碇山署長略歴    
            
                                                   
59 『碇山警視顕彰録』「四 碇山署長を語る座談会」129～131頁 
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〇 安政 5年（1858）4月 12日 
鹿児島県鹿児島市千石馬場町において、碇山久純の 5 男（幼名良之助）として誕生す
る。祖父・碇山将曹は島津家の家老であった。久純の 8番目の子（兄 4人、姉 3人）で、
分家した碇山康富が西南戦争に従軍し戦死し、その家督を継ぐため同康富の養子とな

る。 
〇 明治 5年（1872）2月 
横浜の高島学校に入校し、米人ジョン・バラ、チ・ゼ・モーリス等につき、英語その他

を伝習する。4月、試験を経て東京外国語学校（旧外語）に入校し、英人ベービルにつ
き、読本、作文、文法、地理、万国史、算術等を伝習する。 

〇 明治 8年（1875）2月 
特別試験を経て工部大学校60に入校し、米人ハミルトン、英人ジョンス、英人マクライ

ンにつき、高等読本、文法、作文、地理、究理学（物理学）その他を伝習する。 
〇 明治 11年（1878）2月 
慶應義塾において化学、経済学を、東京商法講習所（現在の一橋大学の源流）において

英人ランベルトにつき、商法、簿記法、商算術を伝習する。 
〇 明治 12年（1879）6月 
大井啓と結婚する。妻・啓は女学校出身の英語が得意な才媛であった。 

〇 明治 14年（1881）8月 
崎山敬介（始審裁判所判事）につき、内外の法学及び経済学等を研究する。 

〇 明治 17年（1884）4月 
従兄の北海道県令（現在の知事）調所広丈61に招かれ、札幌農学校（北海道大学の前身）

の生徒取締役となる。その後、英語の助教となる。 
〇 明治 20年（1887）5月 
北海道庁警部に任ぜられ、函館警察署詰となる。当時、警察において、外国人との折衝

に英語に堪能な人物を必要としており、碇山自身も警察で身を立てたいとの考えを有し

ていたことから、警部として、警察界への第一歩を印すこととなった。 
〇 明治 24年（1891）1月 
釧路警察署詰となる。 
米国人殺人犯ジョン・カーナンを横浜の米国総領事館へ護送した際、米国側検事の審問

に碇山が流暢な英語で答え、米国側を驚かせたことが、碇山の神奈川県警異動のきっか

けとなった。 
〇 明治 24年（1891）12月 
神奈川県警部に任命され、居留地警察署（加賀町警察署の前身）山手分署長となる。 

〇 明治 26年（1893）12月 
山手本町警察署長となる。 

〇 明治 31年（1898）3月 
                                                   
60 工部大学校: 工部大学校（Imperial College of Engineering）は、明治時代初期に工部省が創設した技
術者養成機関で、現在の東京大学工学部の前身の一つである。今日の日本の工業技術の礎を築き、工業

発展に多大な役割を果たした。 
61 調所広丈（1840年 5月 2日～1911年 12月 30日）: 幕末の薩摩藩士、明治期の官僚・政治家。官選
県知事、元老院議官、貴族院議員、錦鶏間祗候、男爵。札幌農学校開校時校長。初代札幌県令。ペチカ

（pechka）、馬そりなどを北海道に導入した。 
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壽町警察署長となる。 
〇 明治 31年（1898）7月 
加賀町警察署長となる。 

〇 明治 33年（1900）7月 
神奈川県警視（明治 33年に警視という階級が定められた）となる。 

〇 大正 12年（1923）2月 
25年間務めた加賀町警察署長を退任する。 

〇 昭和 11年（1936）2月 
死亡。退任後、居住していた小田原市内の（小田原城主大久保忠世を開基とする）大久

寺に埋葬される。 
            
 （2） 碇山署長叙勲歴等 
 
（位階勲等）        
〇 明治 33年（1900） 11月 10日 従七位 
〇 明治 35年（1902） 12月 24日 正七位 
〇 明治 39年（1906）  4月 1 日 勲六等単光旭日章 
〇 明治 41年（1908）  2月 29日 従六位 
〇 大正 2 年（1913）  4月 21日 正六位 
〇  〃                6月 18日 勲五等瑞宝章 
〇 大正 4年（1915）   11月 7日 勲五等双光旭日章 
〇  〃          11月 10日 大礼記念賞（大正 4年 11月に行われた大正天皇の即位

の礼に先立ち、大正四年勅令第百五十四号・大礼記念

章制定ノ件によって制定された記念章） 
〇 大正 7年（1918）   6月 10日 従五位 
〇 大正 9年（1920）  11月 1日 勲四等瑞宝章 
〇 昭和 11年（1936）   2月 8日 正五位（死去に際して） 
（諸外国から贈られた勲章） 
〇 明治 32年（1899）   6月 8日 ロシア皇帝から神聖「スタニスラス」勲章 
〇 明治 36年（1903）  4月 26日 ロシア皇帝から神聖「アンナ」第三等勲章 
〇 明治 38年（1905）  6月 16日 清国皇帝から三等第三双竜宝星勲章 
〇 明治 38年（1905）  12月 5日 プロシャ皇帝から赤鷲第四等勲章 
〇 大正 8年（1919）   1月 18日 大ブリテン（英国）皇帝から「ブリティッシュ・エム

パイアー」第 5等勲章 
〇 大正 11年（1922）    9月 15日 大ブリテン（英国）皇帝から「メンバー・フオアス・

カラス・ヴィクトリア」勲章 
〇 大正 11年（1922）   12月 22日  支那共和国政府から 六等嘉木章 
                        
 （3） 碇山署長肖像（出処:『碇山警視顕彰録』口絵） 
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 おわりに             
               
 碇山署長の功績については枚挙に遑がないが、川路大警視が官僚として、政府中枢に位

置し、日本近代警察の制度・組織等の刷新改革に貢献したとするならば、碇山署長はあく

まで一警察官、一警察署長として、いかにしたら警察本来の責務を全うできるかを念頭に、

警察業務・実務の刷新改革に腐心した。こうした碇山署長の活動のバックボーンには、工

部大学校、東京商法講習所、慶應義塾等で欧米人の教授から伝習した語学をはじめとする

究理学、商法、算術、万国史等幅広い知識・教養と共に、職務に関連するすべての事柄を

絶えず吸収しようとするあくなき探求心が存在した。碇山署長は領事裁判権の撤廃等条約

改正の機運が高まる状況下、大久保利通の警保寮移管の意義を理解し、第 2第 3の生麦事
件、井土ヶ谷事件を決して発生させてはならないとの強い信念を持ち、治安維持の徹底に

向け、取組んだのではないだろうか。碇山署長の三女タマの夫である元海軍少将・佐藤脩

氏によれば、薩摩人である碇山署長は生麦事件について非常に苦しんでいたとのことであ

る。また、碇山署長が日本に亡命してきたアジア各国の革命・独立の志士達を、当時の情

勢に即し適切に対処したことは、歴史が示している通り、これらの国々の独立・建国に少

なからぬ影響を及ぼした。いずれにせよ、碇山署長が近代警察構築の過程において、単に

警察各部門のみならず、様々な分野において創意工夫を発揮し、大きな貢献をなしたこと

に敬意を表したい。 
                                        
［本稿は、警察政策学会警察史研究部会令和 2年度第 1回例会（令和 2年 6月 27日開催）
及び同年度第 2回例会（令和 2年 9月 26日開催）での報告を取りまとめたものである。］
 

加賀町警察署長時代（当時の制服常装） 加賀町警察署長時代（当時の制服正装） 
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「内務省警保局の主」芽城鈴木千次氏とは誰ぞ 
 

                 警察政策学会警察史研究部会編 
                               
 明治、大正期に「内務省警保局の主（ぬし）」として有名であった鈴木千次氏（1867～1941）
について、一、二紹介しておくこととする。 
・『内務省史』第 2巻（大霞会、昭和 45年 11月 1日刊。原書房復刊、明治百年史叢書第 296、
昭和 55 年 6 月刊）932 頁は、「警保局の主（ぬし）鈴木千次」と題して、鈴木千次氏に言及
している（肖像あり。）。それによれば、同氏の略歴は、次のとおりである。 
 慶応 3（1867）年 10月 26日 群馬県に生まれる。 
 明治 15（1882）年 12月 弱冠 16歳で警視庁等外出仕 
 明治 26（1893）年 11月 内務属、警保局勤務 
 大正 10（1921）年 主事となり高等官七等待遇 
 大正 12（1923）年 3月 警察講習所教授、高等官六等 
 大正 12（1923）年 3月 31日 免本官、内務省嘱託   昭和 2（1927）年 10月 31日 ㈶

警察協会主事  昭和 13（1938）年 8月 18日 依願免同主事  昭和 16（1941）年 2月
5日 逝去、享年 75  「勤続実に五〇年、警保局の主とも生字引ともいわれた。」 

・「国立公文書館デジタルアーカイブ」で「鈴木千次」を検索のこと。 
〈http://www.digital.archives.go.jp/〉 

・鈴木氏の雅号「芽城」（「がじょう」か?）は、同氏尊宅のあった「目白」に由来と仄聞す。 
・追悼録に、「前警察協会主事鈴木千次君追悼録」(松井茂〈1866～1945〉「噫、鈴木千次君」

40頁、長岡隆一郎〈1884～1963〉「鈴木さん」44頁、高橋雄豺〈1889～1979〉「鈴木さん
の追憶」45、種村一男〈1902～1982〉「鈴木千次さんを憶ふ」、佐藤進〈? ～1942〉「芽城
先生の片鱗」)『警察協会雑誌』第 491号(昭和 16年 4月 1日刊)40頁以下あり。  

・『警察協会雑誌』第 359号（昭和 5年 7月 1日刊）口絵に、主賓後藤松吉郎（1849～1939）
を囲み当時の錚々たるメンバーが揃った「警察談話会」（昭和 5年 5月 30日夜、於学士会
館）での集合写真があり、そこに鈴木千次氏の姿もみえる。 

 当該「警察談話会」では、松井茂博士の挨拶があり、後藤松吉郎の「維新当時の警察状態見

聞」なる談話がなされた、最後に「座談会」が持たれたが、これらにつき、後藤松吉郎談「維

新当時の警察状態見聞（1）」『警察協会雑誌』第 359号（昭和 5年 7月 1日刊）84～91頁
（最初に「後藤氏略歴」、同「維新当時の警察状態見聞（2）［完］」同第 360号（昭和 5年
8月 1日刊）85～91頁各参照。うち、同第 359号口絵に、当日の集合写真が掲載されている。
同写真のキャプションは、次のとおりである（［ ］内は補註）。「警察談話会 ［昭和 5
年］五月三十日夜学士会館にて開催。前列向つて右より土屋内務書記官［土屋正三、1893～
1989、大正 6年内務省入省］、石原社会局部長［石原雅二郎、1888～1946、大正 3年内務省
入省］、金井警察講習所教頭［金井佐久、? ～? 、明治 45年内務省入省］、鈴木本会主事［㈶
警察協会、鈴木千次、内務省⇒㈶警察協会］、松井本会副会長［松井茂、明治 26年内務省入
省］、主賓後藤松吉郎氏、高橋［警視庁］警務部長［高橋雄豺、大正 4年内務省入省］、渡警
察講習所教授［渡正監、1897～1953、大正 10年内務省入省］、宇都宮内務事務官［宇都宮孝
平、1897～1988、大正 12年内務省入省］、後列、桑原内務事務官［桑原幹根、1895～1991、
大正 11年内務省入省］、佐藤本誌記者［『警察協会雑誌』、佐藤進、? ～1942］、田村警察
講習所教授［田村豊、1899～1933、大正 15年内務省入省］。」 
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鷲巣敦哉及び植木鬼仏両氏の個人写真について 
―『警察講習所第十三期卒業記念』アルバムから― 

                         
                       警察政策学会警察史研究部会編 

                            
 一般に個人史研究には写真も重要であることは今更いうを待たない（例えば、本輯第 8篇に
掲載の「久保正幡先生述「中田薫先生の思い出と法制史学会の回顧」」中の久保先生の言辞参

照。）が、著名人を除くと、これは意外と入手が難しい。 
 いつだったかヤフオクでたまたま『警察講習所［本科］第十三期卒業記念』なる卒業アルバ

ムが出ていたので購ったことがあった。当時の講習所関係者の他、多数の有名部内外講師の顔

写真が掲載されており、興趣深いものがあったが、講習所本科

第十三期（昭和 2〈1927〉年 10月 1日入所、同 3〈1928〉年 7
月 28日卒業）というのは、『台湾総督府警察沿革誌』（復刻本は
全 5巻、台湾総督府警務局、昭和 8～17年刊）の編者であった
鷲巣敦哉氏（当時台中州警部、1896～1942）が卒業した期であ
り、同氏の個人写真が掲載されていることは貴重である。周知

のように、日本統治下台湾警察史検討上鷲巣敦哉氏の占める役

割は寔に大きなものがあるが、その個人写真は入手し難く、鷲

巣氏の個人著作をほぼ収録した中島利郎先生（1947～）他編『鷲
巣敦哉著作集』全７巻（緑蔭書房、平成 12～26年刊）でも、御
遺族も有しておられなかったことから、僅かに台湾総督府警察

官及司獄官練習所で鷲巣氏と同僚教官であった有名な台湾語教

官木村貞次郎先生（1889～1957）旧蔵の集合写真から編集した
ものを口絵として掲載しているだけであり、鷲巣氏の個人写真そのものが見つかったのは、こ

れが初めてではないかと思われる。このため、折角のことでもあるので、ここに再録しておく

こととする。 
 また、当該アルバムで併せて判明したことであるが、同期には、警視庁から入所した植木梅

造氏（当時警視庁警部補、? ～? ）がいる。植木氏は鬼仏と号し、
植木鬼仏名でもって例えば『川柳警察史話』（松華堂書店、昭和

16年 8月 14日刊）を出している。同書には、徳富蘇峰氏（1863
～1957）の題字があり、また、尾佐竹猛博士（1880～1946）が
序文を載せ、「我が鬼仏君は警察界の鬼才である。」と書いておら

れることからしても、我が警察史検討上も、極めて貴重な書籍で

あるといえよう。植木氏の著作その他については既にかなりのこ

とが判明しているが、個人写真の存在は知られていないことから、

これをも収録しておくこととする。 
 

 
                  

鷲巣敦哉氏 

植木鬼仏（梅造）氏 
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（参考文献）               
＊警察講習所関係          
・警察大学校史編さん〈ﾏﾏ〉委員会編集『警察大学校史 幹部教育百年の歩み』（（財）警察

大学校学友会、昭和 60 年 3 月 25 日刊） 
・警察大学校史編さん〈ﾏﾏ〉委員会事務局編集『座談会集 警察幹部教育百周年記念』（（財）

警察大学校学友会、昭和 60 年 12 月 1 日刊） 
＊警察講習所本科第十三期関係             
・石原雅二郎（1888～1946、大正 3〈1914〉年内務省入省、当時警察講習所教授〈教頭〉）『一

教授の思ひ出』（松華堂書店、昭和 5 年 4 月 20 日刊） 
 （国立国会図書館デジタルコレクション: 〈https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1269862〉） 
・鷲巣敦哉『鷲巣敦哉著作集 Ⅰ 警察生活の打明け物語』（緑蔭書房、平成 12 年 12 月 10 日

刊）217～238 頁、『鷲巣敦哉著作集 別巻』（同、平成 14 年 1 月 31 日刊）197～260 頁  
＊植木鬼仏氏単行書目録               
・植木梅造（赤坂表町警察署内）編輯『昭和警察川柳』（川上三太郎序。昭和 8 年刊） 
・川上三太郎（1891～1968）: 「web 川柳博物館」 
〈http://www.doctor-senryu.com/01_museum/index.html〉 
・植木鬼仏『隠語と用語』（川柳文芸社、昭和 10 年 1 月 1 日刊）（現物未見。下記平成 8 年大

空社影印本によれば、扉には「植木鬼仏著」とあり、奥付には、著者兼発行印刷人に「植木

梅造」とある。植木の住所: 東京市渋谷区代々木上原町 1140、川柳文芸社の住所: 東京市渋

谷区代々木上原町 1140。これよりすれば、同書はあるいは自己出版か。）（参考: 自序: 「警

察に相当長い私は、」、「他面私は川柳人として、」。影印本: 『隠語辞典集成』第 7 巻〈世界

犯罪隠語大辞典 / 西山光, 黒沼健共編 . 全国隠語集符牒なら何でも / 西堀忠治著 . 隠語

と用語 / 植木鬼仏著 . 隠語辞典 / 栗田書店編輯部編』（東京 大空社、平成 8 年 12 月 29
日刊）、『隠語辞典集成 別巻・資料編』（大空社、平成 9 年 12 月 24 日刊）中、武藤康史「辞

典解題」（第 7 巻分: 28～32 頁、『隠語と用語』分: 29 頁） ⇒「A6 版小冊子、表紙には植木

鬼仏著とある、自序より、植木は警察官かつ川柳人とする。」 
・植木鬼仏『浮雲』（現代川柳叢書 第 2、東京 川柳研究社、昭和 11 年 9 月刊。川上三太郎序）

（現物未見） 
・植木鬼仏『川柳警察史話』（松華堂書店、昭和 16 年 8 月 14 日刊。徳富蘇峰題字、尾佐竹猛

序）（参考: 「私は作句と警察に職を奉ずること二十余年の経歴からして」（はしがき 2 頁）、

「私の生まれは群馬県でありまして、」「私の生まれた国定村の近くでは」（369 頁）、「日本

川柳界の重鎮、わが師川上三太郎先生」（408 頁）） 
                             
［初出: 『大警視だより』続刊第 12 号（福永英男前部会長追悼号、通巻第 41 号、令和 3〈2021〉
年 7 月 1 日刊） 
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